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蜜蜂 



ひらめ 

ほと と、 ぎす 

もの 

物の いわれ (上) 

そばの 根 は なぜ 赤い か 

一 



あなた はお そばの 木 を 知っています か。 あんなに 

ま しろ ゆき はな さ ど 

真っ白な、 雪の ような きれいな 花が 咲く くせに、 一度 

ま.， こ- 1> ^ 

畑に 行って、 よく その 根 を しらべて ごらんなさい。 

ちま か ね 

それ は 血の ように 真っ赤です。 いったいお そばの 根 は、 

いっから あんなに 赤く 染まった のでし ようか。 それに 

はこん なお 話が あるので す。 

むかし、 三人の 男の子 を 持った おかあさんが ありま 

そうりょう たろう じろう 

した。 総領が 太郎 さん、 二ばん めが 次郎 さん、 いちば 

ん 末っ子の ごく 小さい のが、 三郎 さんです。 

まち か もの 

ある 日、 おかあさん は、 町まで 買い物に 出かけ まし 

にん こども よ 

た。 出が けにお かあさん は、 三人の 子供 を 呼んで、 



しないで、 

さき だ み 

「じゃあ、 先に 手 を 出して お見せ ご 

と い いました。 

やまうば と だ こども 

山姥が 戸の すきまから 手 を 出しました から、 子供た 

まつ ふし 

ちが さわって みます と、 それ は 松の木の ように 節 くれ 

こども 

だって、 がさがさして いました。 子供た ち はまた、 

「いいえ。 あけない、 あけない。 おかあさん はもつ と 

やわ まえ やまうば 

つるつるして 柔らかな 手 をして いる。 お前 は 山姥に ち 

、、ゝ ヽ ヽ o | 

カレる レ 」 

とい いました。 

やまうば うら はたけ いも と 

そこで 山姥 は 裏の 畑へ 行って、 芋 がら を 取って、 手 



や まう ば さぶ ろう た おと たか き 

り もり 山姥が 三郎を 食べる 音が 、 だんだん 高く 聞 Y J え 

ました。 

とき じろう ふとん あたま だ 

その 時 次郎は 布団から 頭 を 出して、 

「おかあさん、 おかあさん、 お 小用に 行きた くな リま 

した ご 

と いいました。 

お そと 

「じゃあ、 起きて 外へ 出て、 してお いでな さいご 

「戸が あきま せんご 

「にいさんに あけて おもらいな さいご 

たろう じろう に じたく ふとん 

そこで 太郎と 次郎は 逃げ支度 をして、 のこのこ 布団 

だ と そと そら 

から はい 出して、 戸 を あけて 外へ 出ました。 空 はよ く 



とさけ びました。 

おと たか おおぞら 

すると、 がらがら という 音が して、 高い 大空の 上 か 

ら、 長い 長い 鉄の 綱が ぶら下がって きました。 太郎と 

じろう つな さ 

次郎は その 綱に ぶら下がって、 する する、 する する、 

おおぞら のま. こ 

大空まで 登 つ て 逃げました。 

やまうば み おな そら 

山姥 は それ を 見る と、 くやしが つて、 同じように 空 

み あ 

を 見上げて、 

てんとう くさ なわ 

「お 天道 さま、 腐れ 網 ご 

と 大声 を 上げて わめきました。 

お レー L こか お" f |り 

するとす ぐ、 ぼそぼそ という 音が して、 高い 大空の 

なが なが くさな わ さ 

上から、 長い 長い 腐れ 繩が ぶら下がって きました。 



うす ふたり 

あ。 どう だ、 この 臼 を ここから ころがす から、 二人で 

お さき つ もの もち た 

あとから 追つ かけて 行って、 先に 着いた 者が 餅 を 食べ 

る ことにしよう。 」 

さる 

と、 猿が いいました。 

すると 蟹 は 口から あぶく を 吹きながら、 

さる か 

「猿さん、 それ はだめ だよ。 駆けつ くら をした つて、 

まえ わ 

わたしが お前に かなわな いこと は 分かりき つてい るで 

わる なか 

はない か。 そんない じの 悪い こと をい わずに、 仲よ く 

は..？ ん た 

半分ず つ 食べよう ご 

さ る き 

と、 こういい ましたが、 猿 は 聴かないで、 

とり た おも おも 

「いやなら よせ。 おれが 一 人で 食べて しまう。 重い 思 



うす き 

い をして、 臼 を かついで 来たの はおれ だからな あご 

と いいました。 

「だって、 わたし だって 赤ん ぼ を 泣かして、 みんな を 

だまして、 お前に しごと を させて やった のじ やない 

ゝ o _ 

力 」 

かに さる 

と、 蟹が いいました。 でも 猿 は、 

「ぐち をい うな。 それよりか 駆けつ くらで 来い ご 

うす さ か 

といって、 かまわず 臼 を 坂の 上から ころがしました。 

うす さる 

臼 はころ ころころ がって 行きました。 猿 も いっしょに 

追つ かけて 行きます。 しかたがな いので、 蟹 もむ ずむ 

ず あとから はって 行きます と、 ちょうど 坂の 中 ほど ま 



なまいき くに う こギ. I つね 

「生意気 をい うな。 ちつ ぼけな 国に 生まれた 小 狐の く 

せに。 よし、 そこに じっとし ていろ。 一 つ おれが う 

なって みせて やる から。 きさまの ちつ ぼけな 体なん 

か、 ひと ちぢみに ちぢんで、 ごみの ように 吹ッ 飛んで 

しまう ぞ。 」 

し し ちから い ひとこえ 

こういいながら、 獅子 はおな かに 力を入れて、 一声 

「うう ご とうな り はじめました。 さすがに いばった だ 

けの こと はあって、 それ はほんと うに、 そこらに 居る 

もの からだ ふ と いきお きつね 

者の 体 ごと、 吹き飛ば しそうな 勢いで したから、 狐 

は あわてて、 地び たに 小さな 穴 を ほって、 その 中に 小 

さくな つて、 もぐり 込みました。 そして、 うなり 声が 



「もし、 もし ご 

よじ き 

と 呼びながら、 地の 中から 出て 来た ものが ありまし 

た。 それ は、 目の 見えない みみずで、 目が 不自由な も 

く てま 

のです から、 こんなに 来る のに 手間 をと つてし まった 

のです。 

「もし、 もし、 神 さま、 わたくし は、 何 を 食べたら よ 

ろしゅう) /ざいましょう かご 

とみみ ずがいい ました。 神 さまのお 手に は、 なんに 

ももう 残って はいませんでした。 そこで、 めんどうく 

さくな つ て、 

つち た 

「土で も 食べて いろ ご 



力 力み t 

むかし、 すずめが せ つせ と 鏡 に 向か つ て、 おはぐろ 

をつ けて いますと、 おかあさんが 死んだ という 知らせ 

き はんぶん 

が 来ました。 びっくりして、 おはぐろ を 半分 つけかけ 

たま ま、 すずめ はお かあさんの 所へ 駆けつけて 行き 

ました。 神 さま はすず めの 孝行な こと をお ほめに なつ 

て、 

まいねん いね はつほ ゆる 

「すずめよ、 毎年 これから 稲の 初穂 をつ むこと を 許し 

て やる ぞご 

とおつ しゃいました。 でもお はぐろ は、 つけかけた 

とちゅう 

まま 途中で やめた ので、 すずめの くちばし は、 いまだ 



もの 

物の いわれ (下) 

からす 

、^くろうと 烏 

とり そめものや 

むかし、 ふくろう という 鳥 は、 染物屋でした。 いろ 

とリ ところき あか あお 

いろの 鳥が ふくろうの 所へ 来て は、 赤 だの、 青 だの、 

いろ いろ きいろ 

ねずみ 色 だの、 るリ色 だの、 黄色 だの、 いろいろ なき 

いろ からだ そ からす み 

れいな 色に 体 を 染めても らいました。 烏が それ を 見 

て、 うらやま しがって、 もともと 大 そうな おしゃれで 



か らす ひ あ 

とふく ろうはいいながら、 烏 を 引き上げて やり ま 

からす うつく いろ そ たの 

した。 烏 は どんな 美しい 色に 染まった ろうと、 楽し 

いそ かがみ まえ み 

みに しながら、 急いで 鏡 の 前へ 行って 見ます と、 まあ、 

おどろ あたま さき まくろ ぐろ 

驚きました、 頭からし つぼの 先まで 真っ黒々 と、 目 

も 鼻 も 分からない ようにな つ ている ではありません か。 

からす ま くろ 

そこで 烏 は、 よけい 真っ黒に なって おこりながら、 

「何 だ つて こんな 色に 染めた の だ ご 

といい ますと、 ふくろう は、 

ほ 力 るい ヽ.' ろ 

「だって 外に 類のない 色と いえば、 これ だよ ご 

からす 

といって、 すまして いました。 烏 はくやし がって、 

あ いま 

「よしよ し、 ひと を こんな 目に 合わせて。 今にき つと 



持って いません でした。 蜜蜂 は 不足そう な 顔 をして、 

かみ ところ 

神 さまの 所へ 行って、 

「ほかの 蜂 は みんな 針 を 持って おります が、 わたくし 

だけ は 針が ありません。 どうか 針 をつ けて 下さい ご 

と い いました。 

まえ にんげん か はリ 

「いいや、 お前 は 人間に 飼われる の だから、 針 はいら 

ない。 ぜひ ほしいと いうなら、 針 を やっても いいが、 

にんげん さ まちが さ 

人間 を 刺す こと はならない ぞ。 もし 間違えて 刺したら 

針が 折れて、 命が なくなる ぞご 

と、 神 さまが おっしゃ いました。 

「けっして 刺しません から、 どうぞ is を 下さい ご 



ほと とギ J す 

ふたり おとうと ほう 

むかし、 二人の きょうだいが ありました。 弟 の 方 

たいき だ おも 

は大 そう 気立てが やさしくて、 にいさん 思いでした か 

ら、 山へ I かってお ず を 取って来 ると、 きっとい ちばん 

おいし そうな ところ を、 にいさんに 食べさせて、 自分 

はいつ もしつ ぼの まずい ところ を 食べて いました。 け 

み こんじょう 

れ どもに いさん は 目が 見えない 上に、 ひがみ 根性が 

つよ おとうと じぶん 

強かった ものです から、 「弟が きっと 自分に かくし 

ていいと ころば かり 食べて、 自分に は 食い あまし をく 



れる のだろう。 ひとつお なか を 裂いて 見て やりたい ご 

おも おとうと ころ 

と 思って、 とうとう 弟 を 殺して しまいました。 

おと-つと いも 

けれども 弟 のおな かの 中には、 お 芋の しつ ぼば か 

しょうじき おとうと うたぐ 

りし かはいって いません でした。 正直な 弟 を 疑つ 

たい こうかい 

ていた ことが わかる と、 にいさん は大 そう 後悔して、 

し おとうと からだ だ ち なみだ なが 

死んだ 弟 の 体 をし つか リ抱 きしめて、 血の 涙 を 流 

しながら 泣いて いました。 

し おとうと からだ はね は とり 

すると、 死んだ 弟 の 体から 羽が 生えて、 鳥に なつ 

て、 

「がんく う。 がんく うご 

と 鳴いて、 飛んで 行きました。 
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